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年度事業計画

【１】公益事業の部

１．一般研究助成

１．第 回一般研究助成対象者の発表論文をまとめて「がん治療のあゆみ」第 巻を刊行する。

２．第 回一般研究助成の選考を行う。

３．第 回一般研究助成贈呈式、第 回研究発表会を開催する 年 月 日 。

２．臨床研究助成

：ホルモン陽性 Ⅱ Ⅲ 閉経後乳癌に対するエキセメスタン 週間術前治療の有用

性の検討（臨床第Ⅱ相試験） 

１．学会発表を行う。

２．英文論文を作成する。

（付随研究） 結腸癌術後治癒切除例に対する術後補助化学療法としてのカペシタビン

投与期間延長による および医療経済性への影響の調査

１ 最終解析を行う。

２．学会発表を行う。

３．終了報告書を作成する。

４．英文論文を作成する。

（付随研究）  Ⅱ Ⅲ結腸癌治癒切除例に対する術後補助化学療法として

の

療法の認容性に関する検討－オキサリプラチンの安全性指標

に関する策定研究－

１ 遺伝子統合解析を行う。

２ 学会発表を行う。 

３ 英文論文を作成する。 

 治癒切除不能な進行・再発胃癌症例における の検討 －観察研究－

１ 学会発表を行う。

２ 終了報告書を作成する。

３ 英文論文を作成する。

再発危険因子を有する Ⅱ大腸癌に対する 療法の臨床的有用性に関する研究

１ によるデータ回収を行い、データ処理を行う。

２ 第 回 定期モニタリングレポートを作成する。

３ 学会発表を行う。

４ 英文論文を作成する。

５ 認定 （ ）へ定期報告を行う。
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 Ⅲ結腸癌治癒切除例に対する術後補助化学療法としての 療法または

療法における 系抗がん剤およびオキサリプラチンの至適投与期間に関す

るランダム化第Ⅲ相比較臨床試験

１． によるデータ回収を行い、データ処理を行う。

２． 試験全体のイベント数調査に向けたデータ処理を行う。

３．第 回 定期モニタリングレポートを作成する。

４．学会発表を行う。

５．検討会を開催する。

６．認定 （ ）へ定期報告を行う。

（付随研究） Ⅲ結腸癌治癒切除例に対する術後補助化学療法としての

療法または 療法における 系抗がん剤およびオキサリプラチ

ンの至適投与期間に関するランダム化第Ⅲ相比較臨床試験 付随研究

１． によるデータ回収を行い、データ処理を行う。

２．学会発表を行う。

３．英文論文を作成する。

４．検討会を開催する。

 再発危険因子を有するハイリスク Ⅱ結腸がん治癒切除例に対する術後補助化

学療法としての 療法または 療法の至適投与期間に関するランダム化

第Ⅲ相比較臨床試験

１． によるデータ回収を行い、データ処理を行う。

２．第 回 定期モニタリングレポートを作成する。

３． 試験全体のイベント数調査に向けたデータ処理を行う。

４．学会発表を行う（ 統合解析含む）。

５．英文論文を作成する

６．検討会を開催する。

７．認定 （ ）へ定期報告を行う。

 食道癌患者への 療法時における成分栄養剤の口腔粘膜炎抑制作用の検討－エレ

ンタール®非投与群を対照群としたランダム化第Ⅲ相比較臨床試験（ ）

１．検討会を開催する。

２．学会発表を行う。

３．英文論文を作成する。

４．認定 （ ）へ定期報告を行う。

 ロンサーフ（ ）使用症例の後ろ向き観察（コホート）研究 

１．英文論文を作成する。 

 標準化学療法に不応・不耐の切除不能進行・再発大腸癌に対する （ロンサーフ）

併用療法の 遺伝子変異有無別の有効性と安全性を確認する第 相

試験

１．記録用紙の回収を行い、データ処理を行う。

２．学会発表を行う。

３．英文論文を作成する。

４．検討会を開催する。

５．認定 （ ）へ定期報告を行う。
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３．データベース事業支援委員会

１．研究の公募 

２．応募研究の選抜

３．研究の実施と研究結果の公表（年度末までの公表を目標とする）

４．臨床試験審査委員会

新規臨床研究について審議する。 

５．倫理委員会

新規臨床研究について審議する。 

６．臨床研究開発・推進委員会

臨床研究開発・推進委員会（メール審議）を開催する。 

７．研究論文支援委員会

研究論文支援委員会を開催する。 

８ 医療機器委員会

医療機器委員会を開催する。 

９．利益相反委員会

利益相反委員会を開催する。 

１０．臨床試験管理委員会

臨床試験管理委員会を開催する。 

１１  財務委員会

財務委員会を開催する。 

１２．広報委員会

広報委員会を開催する。 

１３．講演会及び講習会等事業

年度に日本生活習慣病予防協会と共催で市民公開講座（ 年 月 日）を開催したが、

年度も同様にがん治療と予防について講演会や市民公開講座等を開催する予定である。

１４．諸事業

１．新規臨床試験受託整備（各種標準手順書等の改定）をする。

２．がん集学財団ニューズ を刊行する。

３．財団諸事業については、当財団ホームページで適宜情報を発信する。

【 】収益事業の部

１．医療機器事業

医療機器による試作品評価及び市販後調査の受託事業を実施する。 
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